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校風 思いやり 

4月 17日に 1年生を迎える会を開催しました。 

感染症対策にご理解、ご協力を得て、保護者の皆さまに参観していただくことができました。 

直前に臨時休校が入るなど、準備期間は例年よりも少なかったのですが、どの学年も元気いっぱい、個性いっぱいの発表を披露し

ました。児童会会長亀谷華月さんの歓迎のあいさつ、1年生の自己紹介、学年発表と続きました。2 年生は ICT を活用した先生紹介、

3・4年生は寸劇を交えて学校の決まりを伝え、5・6年生はクイズ形式の行事紹介をしました。1 年生が楽しそうに発表に見入ってい

る姿が印象的でした。 

例年、最後に 6 年生から 1 年生にミニランドセルが贈られていました。今年度はミニランドセル作りの講習会が実施できなかった

ため、後日作成してプレゼントすることにしました。１年生のみなさん、どうか楽しみに待っていて下さい♪ 

 

4月のビックイベント    1年生を迎える会  

6 年生と一緒に入場 児童会会長あいさつ 

1 年生自己紹介 

３・４年生発表 2 年生発表 

５・６年生発表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【令和４年度ＰＴＡ三役】 

□会 長 三上 知宏さん 

□副会長 福士 清吾さん  

 久保 香奈子さん 

□監 査 柳谷 和章さん    

望戸 景子さん 

 

【令和４年度 研修部】 

□部 長 加藤 礼子さん 

□副部長 若松  章愛さん    

岡本 芽李衣さん  

 

【令和４年度 行事部】 

□部 長 三上 歩さん 

□副部長 中山 梨愛さん   

名古屋 信江さん       

今年度のＰＴＡ役員  

どうぞよろしくお願いいたします   

 

１６日（月）歯科検診 

      委員会② 

観光大使委嘱状交付式(６年) 

１７日（火）尿検査１次 

１８日（水）修学旅行(６年 ～２０日) 

２０日（金）知能検査(１・３・５年)  

２１日（土）PTA環境整備 

２３日（月）職員会議 

２５日（水）クラブ①（３～６年） 

      ＰＴＡ役員会②       

２６日（木）縦割り班会議 

      研修日 

２８日（土）PTA環境整備予備日 

３１日（火）尿検査２次 

 

 

１日（水）集団登校・全校朝会 

４日（土）フラワーマラソン  

６日（月）運動会特別日課開始 

１０日（金）奮部稲荷神社祭   

１４日（火）縦割り班会議 

１５日（水）町研・知床稲荷神社祭 

１６日（木）運動会総練習 

１９日（日）第１３４回運動会 

２１日（月）運動会予備日・委員会③・新体力テスト（～２４日） 

２２日（水）元地稲荷神社祭 

２４日（金）遠足（１～４年） 

【フッ化物洗口】 毎週火・木曜日  

【礼文検定試験】 毎週木曜日 

【ハチヨコタイム】毎週火曜日(5 分間走)・木曜日(縄跳び)  

【ＡＬＴ来校日】 月曜日(3・4年/5年/6年)・木曜日(5 年/6年)   

ふるさとを愛する心を育む クリーン作戦  

５月９日、クリーン作戦が行われました。 

高校生を中心に、中学生、小学生で縦割り班を作り、担当地域に分かれてごみを拾いました。  

小学生は、高校生のリーダーさんや、中学生のお兄さんお姉さんの話をよく聞いて、自分たちの住んでいる礼文島をきれいにしよ

うと一生懸命ごみを集めていました。「海側の方がごみが多いね。」「たばこの吸い殻がいっぱいあるね。」と、ごみを拾いながら様々

な事に気が付きました。ただごみを拾うだけでなく、このように自分なりの感想や考えを持つことが、人間形成や地域の発展につな

がっていくはずです。 

また、中学生や高校生の姿から、年上の果たすべき役割やリーダーとしての働きも学んでいます。小学生が中学生になり、高校生

になり、地域の一員となった時に、リーダーシップを発揮して社会で活躍できる人材になることでしょう。 

「町をきれいにする活動」にとどまらず、「ふるさとを愛する心を育む活動」「将来につながる活動」として、今後も大事にしてい

きます。 


